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　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶

び申しあげます。平素のご支援、ご愛顧に対し、厚くお礼申し

あげますとともに、今後とも末永くご愛顧をいただきますようお

願い申しあげます。

　第89期報告書をお届けするにあたり、業績の概況及び経

営施策等についてご報告申しあげます。

　当社はかねてより、各事業の規模の適正化と体質の強化

をはかり、高収益体質への転換を推進してまいりましたが、改

めて抜本的な見直しを行い「経営健全化計画」（平成12年3

月29日付発表）を策定し、実行してまいりました。

　この計画のねらいは、不採算の事業は事業譲渡なども念

頭におきながら思い切った見直しを行い、ダイカストや印刷機

器などの得意分野へ可能な限り経営資源を集中配分し、安

定的な高収益体質を構築するところにあります。見直しの対

象としたのは電動工具事業、釣具事業などであり、ほぼ計画

どおり進んでおります。主な内容は次のとおりです。

①電動工具事業は事業譲渡を含めて、抜本的に見直しました。

(a)北米電動工具事業はTechTronic Industries社（香港）

　へ、北米園芸用機器事業はMTD Products社（米国）へ

　それぞれ譲渡しました。これにより当社は北米で当該商

　品の製造販売を直接行いませんが、両社により「RYOBI」

　ブランドの商品は継承されることになりました。

(b)欧州・オセアニアの販売子会社（4社）については、それ

　ぞれ第三者への譲渡を決定し、交渉を開始しました。

(c)国内電動工具事業はグループ全体の横断的管理の強

　化、組織のスリム化、人員の削減並びに中国・大連の製

　造子会社への生産移管、機種の統廃合等を行い、収益

　性の向上、競争力の強化をはかっております。また、国内

　販売子会社の抜本的再建をはかるため、増資及び債権

　放棄を行いました。

②釣具事業は株式会社上州屋へ譲渡しました。これにより

　当社は釣具の製造販売を行いませんが、同社により

　「RYOBI」ブランドの釣具は継承されることになりました。

③不採算事業の思い切った見直しによる人員削減など、あ

　らゆるコスト削減を進めました。

　グループ社員数は平成11年3月末の9,119人から、平成12

　年3月末は8,624人、平成13年3月末は6,679人（前期末比

　1,945人減、22.6％減）となりました。 

　当期におけるわが国経済は、雇用情勢の悪化、個人消費

の低迷、対ユーロ円高の進行など、依然として厳しい状況が

続きました。

　このような情勢の中で、当社は各事業において積極的な

販売活動を進めるとともに、ユーザーニーズをとらえた新商

品の開発、原価低減や経費削減、業務の効率化など、諸

施策を実行してまいりました。とくに、「経営健全化計画」に

示しておりますように、事業構造の抜本的な見直し、変革を

進めました。

　当期の売上高は1,137億6百万円（前期比3.2％減）となり、

うち国内売上高は925億93百万円（前期比0.5％増）、輸出売

上高は211億12百万円（前期比16.5％減）となりました。

ダイカストは上半期を中心に、国内自動車メーカーの北米

■経営健全化計画 ■業績の概況
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及びアジア向け輸出が好調だったことなどから売上高を伸

ばしました。完成商品は対ユーロ円高の影響などで輸出が

減少したこと、価格競争が激化したこと、及び釣具事業を譲

渡したことなどにより売上高が減少しました。

　当期の期中平均為替レートは109円／US$（前期110円

／US$）、99円／EUR（前期114円／EUR）となり、前期に比

べて米ドルはほぼ横ばいでしたが、ユーロは円高になりました。

　損益の面では、経常利益は72億39百万円（前期比3.8倍）

でした。ダイカストが売上高を伸ばしたこと、会社全体で固定

費を削減したことなどにより、改善しました。しかし、釣具事業

の譲渡、北米の電動工具事業・園芸用機器事業の譲渡、

欧州・オセアニアの販売子会社の譲渡予定などに伴う特別

損失を91億円計上したため、当期利益は6億円（前期は370

億31百万円の損失）となりました。設備投資は9億円（前期

比70.0％減）でした。

　なお、当期末の配当につきましては、誠に不本意ではござ

いますが見送らせていただくことにしました。

　今後のわが国経済は消費の低迷、価格競争の激化など、

引き続き厳しい環境が予想されます。さまざまな業界におい

て合併、提携などによる業界再編が想像を超える形態、規模、

スピードで進むものと思われます。また、米国経済の減速など、

不透明かつ不安定な要素もあります。

　このような中で当社は、「経営健全化計画」に基づき各事

業の規模の適正化と体質の強 化、業績改善にいっそう注

力してまいります。各事業の主な施策は次のとおりです。

①ダイカスト事業は世界トップクラスの専業ダイカストメーカー

　としてのノウハウ、日米欧の３極体制などを活かし、自動車

　メーカーとの関係をさらに強固に、かつ拡大してまいります。

　また、電機、通信など自動車以外の分野へもいっそう拡販

　してまいります。

②印刷機器事業はデジタル印刷機、編集機などの新商品

　の拡販及びコストダウンを積極的に推進してまいります。

③電動工具事業及び建築用品事業は、大連など海外で生

　産する強みを活かした価格競争力のある商品の生産、

　特長のある商品の開発などにより収益性を改善してまい

　ります。

　現時点における当社の業績見通しは次のとおりであり

ます。

　　売 上 高　1,100億円（前期比  3.3%減）

　　経常利益 　　55億円（前期比 24.0%減）

　　当期利益 　　31億円（前期比  5.2倍）

　　※連結の業績見通し　

　　　　売　上　高   1,670億円（前期比   9.4%減）

　　　　経 常 利 益 　　65億円（前期比 12.7%減）

　　　　当期純利益　　 36億円（前期比 23.8%増）

売上高は、ダイカストの主要得意先である国内自動車メー

カーの受注減及び釣具事業を譲渡したことなどにより減少

を見込んでおります。売上高の減少により経常利益も減少

しますが、当期利益は改善を見込んでおります。

　予想為替レートは115円／US$、110円／EUR、設備投

資は16億円を見込んでおります。

　なお、早期復配をめざして「経営健全化計画」に全社

一丸となって取り組んでおりますが、次期の配当につきまし

ては、誠に遺憾ながら見送りとさせていただく予定にしてお

ります。

　株主の皆様には引き続きご理解とご支援を賜りますよう

お願い申しあげます。

取締役社長

平成13年6月

■各事業の今後の展開

■次期の見通し
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175億円／15.4％747億円／65.7％ 121億円／10.6％ 69億円／6.1％
25億円／2.2％

■ダイカスト
売上高は前期比6．3％増加しました。上半期

に国内自動車メーカーの北米及びアジア向け

輸出が好調だったこと、また、国内通信機メー

カーの海外向け製品が好調だったことなどに

より、売上高を伸ばしました。

広島工場、静岡工場において、環境マネジメ

ントシステムISO14001の認証を取得しました。

■印刷機器
売上高は国内は増加しましたが、対ユーロ円高な

どの影響で輸出が減り、前期比8.6％減少しました。

国内は印刷機器の新工場で新商品のデモンスト

レーションを行うなど、販促活動を積極的に展開し

ました。また、対ユーロ円高の影響を受け国内でも

価格競争が激化しました。そうした中でA3判横通

し印刷機の国内販売が好調でした。また、新世代

のデジタルオフセット印刷機を発表し、高い評価を

得ました。中型印刷機「RYOBI 680シリーズ」が

機械工業デザイン賞「通商産業大臣賞」を受賞し

ました。

■パワーツール
売上高は国内は市場の低迷、輸出は

対ユーロ円高などの影響により、前期

比11.8％減少しました。

落ち葉やゴミの吸い込み、吹き寄せに

便利なブロワバキュームの小型、軽量

化タイプを発売し、好評でした。その他

作業効率の向上やコンパクト化などの

アイデアを織り込んだインパクトドライバ

やチェンソーなどを発売しました。

■建築用品 
売上高は国内は増加しましたが、輸出が

減り、前期比1.0％減少しました。

住宅向けの商品は住宅取得減税などの

下支えがあり、ほぼ横ばいでした。また首

都圏を中心に大型ビル建設が活況で、ビ

ル向けの商品の受注が好調でした。

軽量で耐久性に優れた屋根材「リョービア

ルミダイカスト瓦」を発売しました。

■スポーツ用品･その他 
期中で釣具事業を譲渡した

ため、売上高は前期比65.4

％減少しました。ゴルフ用品

も市場の低迷などにより売上

高が減少しましたが、当社の

特徴であるユーティリティクラ

ブ「ビガロスシリーズ」の新商

品フェアウエーウッドなどが

好評でした。

■売上高構成比（売上高合計1,137億円）



1株当たり当期利益（円）

1株当たり純資産（円）

売 上 高（百万円）

総資産（百万円）

第85期
8.4～9.3

第86期
9.4～10.3

第87期
10.4～11.3

第89期
12.4～13.3

第88期
11.4～12.3

113,706

7,239

142,351

30,394

177.50

600

3.50

122,523

4,775

2,377

134,895

5,165

2,317

175,217

64,836

178,820

65,870

378.65 384.69

13.89 13.54

126,597

3,536

869

176,744

65,455

382.27

5.08

117,423

1,898

147,695

27,663

161.56

△37,031

△216.27

経常利益（百万円）

当期利益（百万円）

純資産（百万円）

1.△印は、当期損失及び1株当たり当期損失を示しております。
2.1株当たり当期利益は、期中平均株式数に基づいて算出しております。
3.1株当たり純資産は、期末発行済株式総数に基づいて算出しております。

（注）

■財務ハイライト

（平成・月）

業績の推移（単 独）
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■売上高当期利益率 ■株主資本比率 ■株主資本利益率（ROE）



2.0リットル セミクローズドデッキシリンダーブロック

ロッカーカバー シートフレーム

ビデオカメラケース

トピックス ■ダイカスト
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省エネルギー、省資源に貢献するダイカスト
当社は、コンピューターを駆使した解析から金型の設計・

製作、機械加工、組立に至るまでを一貫して行う世界トッ

プクラスのダイカストメーカーです。ダイカストは軽量でリサ

イクル性に優れていることから省資源、省エネルギーの面

からも注目されています。特に低燃費を目指す自動車の

部品に数多く採用されています。また、当社が独自の新工

法により生産した「セミクローズドデッキシリンダーブロック」

は強度に優れ、お得意先より非常に高い評価をいただい

ています。

マグネシウムダイカストにも注力
アルミダイカストに加えて、当社では更に軽量なマグネシ

ウムダイカストにも注力しています。当期は、マグネシウム

用ダイカストマシンを一基増設しました。マグネシウムダイ

カストは、自動車用のエンジン部品やシート部品、小型ビ

デオカメラの部品など、様々な分野で軽量化に貢献して

います。

RAC(UK)が英国Best Factory賞を受賞
RYOBI ALUMINIUM CASTING(UK),LIMITED が、

英国の優秀なメーカーに贈られるBest Factory 賞の中で、

Best Engineering Factory 部門の優秀賞を受賞しまし

た。リョービの技術、品質の高さが評価され、受賞が

決定したものです。このBest Factory 賞は、英国産業

連盟と英国貿易産業省から公式に認定されている名誉

ある賞です。同社の受賞は、'94 年に引き続き２度目とな

ります。



デジタルオフセット印刷機　RYOBI 3404DI

ページレイアウトソフト　RYOBI EP-X

A2判多色オフセット印刷機
RYOBI  686（タイプ6-Ａ）

■印刷機器
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編集機などで作成した印刷データを直接印刷機の版に

出力し、そのまま印刷することができるデジタルオフセット

印刷機「RYOBI 3404DI」を発売しました。高い生産性

と優れた操作性、印刷品質を兼ね備え、急速に拡大する

カラー印刷の短納期化への対応を可能にしました。

データをダイレクトに印刷できるデジタル
オフセット印刷機「RYOBI  3404DI」を発売

これまで当社が培ってきた高度な組版編集機能に加え、

大量ページの印刷原稿を効率的に編集できるページレイ

アウトソフト「RYOBI  EP-X」を発売しました。

パソコンを操作するように簡単に操作でき、Windows、

Macintoshのデータを有効に活用できることから、高い生

産性を実現しました。

印刷機器は、「品質・操作性・生産性・経済性を重視し、

しかも独自性を高く｣というコンセプトのもと、メカトロニクス、

デジタル技術、人間工学とさまざまな分野の技術を結集

して商品開発に取り組んでいます。そのような中で、

「RYOBI 680シリーズ」の優れた技術力や先進的なデ

ザインなどが高く評価され、日刊工業新聞社主催の第30

回機械工業デザイン賞で最高位の「通商産業大臣賞」

を受賞しました。

大量ページも簡単、効率的に編集できる
ページレイアウトソフト「RYOBI  EP-X」を発売

「RYOBI  680シリーズ」が
 機械工業デザイン賞「通商産業大臣賞」を受賞



屋外の落ち葉やゴミの吸い込み、吹き寄せが行えるブロ

ワバキュームを小型・軽量化した「RE SV - 8 0 0 ／

RESV-810V」を発売しました。小さな庭や植木の間な

どの狭い場所でも扱いやすく、作業効率が向上するとと

もに、女性や高齢者にも手軽にご使用いただけます。更

に、簡単にゴミ捨てができ、低騒音、低価格であること

から高く評価されています。

ブロワバキュームRESV-800

リョービアルミダイカスト瓦
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 業界最軽量を実現したブロワバキューム
「RESV-800／RESV-810V」を発売

軽量で、耐久性に優れた屋根材「リョービアルミダイカスト瓦」

を発売しました。

厳しい気象条件でも、その風合いをいつまでも保ち、他の

瓦に比べて軽くて割れにくく、美観に優れています。

また、通常の瓦よりも瓦サイズを大判化し、棟や谷、袖用の

部材も揃え、施工性を向上させています。

材料には再生アルミニウムを使用しており、施工時の端材

もリサイクルできる環境に配慮した商品です。

リフォームに最適な屋根材として注目されています。

 リフォームに最適な屋根材
「リョービアルミダイカスト瓦」を発売

トピックス ■パワーツール

■建築用品



ビガロスＦＭ
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ウッドでもアイアンでもない中間設計のニュートラルクラブ

（ユーティリティクラブ）とフェアウエーウッドの良さを兼

ね備えた「ビガロスＦＭ」を発売しました。

ニュートラルクラブとフェアウエーウッドの中間ヘッド形状

をしており、独自の卵形のデザインとウエイト配分により、

ボールを捉えやすく、200 ヤードを超える距離を楽に狙

うことができます。

新しいヘッド形状のフェアウエーウッド
「ビガロスＦＭ」を発売

本社、広島東工場、印刷機器工場、府中物流センター、

御調第一物流センターの５つの事業所で環境マネジメン

トシステムの国際規格であるＩＳＯ１４００１の認証を取得し

ました。この環境マネジメントシステムを維持、運営する

ことで、省資源・省エネルギー・廃棄物削減・リサイク

ルなどの取り組みや、各工程で環境負荷の少ない商品

開発に努めることで、さらに積極的な環境保全活動を展

開していきます。

本社など５事業所で
ＩＳＯ１４００１の認証を取得

■スポーツ用品

■環境マネジメント
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(単位 :百万円 )

（注）1.有形固定資産の減価償却累計額
　　2.受取手形割引高

42,572百万円
881百万円

44,090百万円
734百万円

3.保証債務
4.有価証券に含まれる自己株式

26,184百万円
20株

0百万円

45,132百万円
982株
0百万円

資 産 の 部

科　目 当　期 前　期

■貸借対照表　平成13年3月31日現在

流 動 資 産

固 定 資 産
　有 形 固 定 資 産

　無 形 固 定 資 産
　投 資 等

繰 延 資 産

資　 産　 合　 計

負 債 の 部

資 本 の 部

科　目 当　期 前　期
流 動 負 債

固 定 負 債

資 本 金
法 定 準 備 産

欠 損 金 （△）

評価差額金

負 債・資 本 合 計

負　 債　 合　 計

資　 本　 合　 計

現金及び預金
受 取 手 形
売 掛 金
有 価 証 券
製 品
原 材 料
仕 掛 品
貯 蔵 品
繰延税金資産
未 収 入 金
短 期 貸 付 金
その他の流動資産
貸 倒 引 当 金

建 物
構 築 物
機械及び装置
車 両 運 搬 具
工具器具備品
土 地
建 設 仮 勘 定

投資有価証券
子 会 社 株 式
出 資 金
繰延税金資産
その他の投資等
貸 倒 引 当 金
投資等損失引当金

社債発行差金

75,600
9,766
6,490
32,992
2,201
9,816
2,065
8,152
501
1,111
1,872
439
344

△  　152
66,744
32,057
9,054
540
4,180
61

1,338
16,711
170
627

34,058
10,423
7,760
3,166
10,317
3,156

△  　766
-

6
6

142,351

86,595
14,622
6,767
33,772
465

11,358
1,953
7,899
515
3,650
2,863
2,904
33

△  　212
61,090
35,162
10,208
633
5,127
75

1,958
16,996
162
1,123
24,805
6,636
6,972
2,837
7,605
3,666

△  　633
△  2,280

10
10

147,695

支 払 手 形
買 掛 金
短 期 借 入 金
1年内返済長期借入金
1年内償還社債
1年内償還転換社債
未 払 金
未 払 費 用
賞 与 引 当 金
関係会社整理損失引当金
従 業 員預り金
割賦販売繰延金
その他の流動負債

社 債
転 換 社 債
長 期 借 入 金
退職給与引当金
退職給付引当金
その他の固定負債

資 本 準 備 金
利 益 準 備 金

固定資産圧縮積立金
特別償却準備金
別 途 積 立 金
当期未処理損失（△）
（うち当期損益）

その他有価証券評価差額金

75,655
15,100
10,830
18,850
5,231
-
14,672
969
3,006
1,195
2,660
1,348
1,038
751

36,301
6,880
-
27,035
-
2,231
154

111,957

18,472
23,517
23,517
-

△　13,726
-
-
-

△　13,726
（600）
2,130
2,130
30,394
142,351

79,905
13,336
10,998
23,635
1,902
8,000
-
2,062
1,850
1,239
14,020
1,584
854
422

40,126
6,880
14,956
16,050
2,015
-
225

120,032

18,472
26,218
23,517
2,701

△　17,027
2,104
77

14,771
△　33,980
（△37,031）
-
-

27,663
147,695

財務諸表（単 独）
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■ 損益計算書　平成12年4月1日から平成13年3月31日まで　 (単位 :百万円 ) ■損失処理 (単位 :百万円 )

科　目 当　期 前　期 科　目 当　期 前　期

営 業 利 益

経 常 利 益

税引前当期損失  （△）

当 期 損 益

当期未処理損失  （△）

売 上 高
売 上 原 価
割賦販売損益繰延金
販売費及び一般管理費

受 取 利 息
受 取 配 当 金
賃 貸 料
為 替 差 益
その他の営業外収益
支 払 利 息
為 替 差 損
その他の営業外費用

固定資産処分益
投資有価証券売却益
その他の特別利益
固定資産処分損
子 会 社 整 理 損
子 会 社 支 援 損
子会社株式評価損
関係会社整理損失引当金繰入額
投資等損失引当金繰入額
事 業 売 却 損
特 別 退 職 金
その他の特別損失

法人税、住民税及び事業税
過年度法人税、住民税及び事業税
法 人 税 等 調 整 額

前期繰越利益または
前期繰越損失（△）
過年度税効果調整額
税効果会計適用に伴う
固定資産圧縮積立金取崩高
税効果会計適用に伴う
特別償却準備金取崩高

113,706
91,668
184

14,588
7,265
323
265
717
772
342
1,614
-
833

7,239
177
657
29
326
2,442
170
-
2,660
-
　3,454
-
58

△  1,007
18
20

△    1,645
600

△  14,326

-
-

-

△13,726

117,423
96,457
174

17,544
3,246
190
232
730
-
431
1,494
713
724

1,898
1,085
3,261
152
221
-
-
37,451
14,020
2,280
-
873
412

△48,860
29
159

△  12,017
△37,031

2,304

△       761
1,454

53

△33,980

当 期 未 処 理 損 失
固定資産圧縮積立金取崩額
特別償却準備金取崩額
別 途 積立金取崩額
利益準備金取崩額
合 計
これを下記のとおり処理いたします。

次 期 繰 越 損 失

13,726
-
-
-
-
13,726

13,726

33,980
2,104
77

14,771
2,701
14,326

14,326

営
業
損
益

経
常
損
益
の
部

特
別
損
益
の
部

営
業
外
損
益

特
別
利
益

特
別
損
失



財務諸表（連 結）

売 上 高（百万円）

第85期
8.4～9.3

第86期
9.4～10.3

第87期
10.4～11.3

第89期
12.4～13.3

第88期
11.4～12.3

184,282

7,445

2,907

経常利益（百万円）

当期純利益（百万円）

総資産（百万円） 193,001

29,501

208,198

1,851

△3,775

232,996

4,371

1,436

242,773

△   366

△3,086

240,074

1,548

2,831

225,504

36,766

239,218

36,915

233,653

32,539

238,079

33,359純資産（百万円）

（注）△印は、経常損失及び当期純損失を示しております。

■財務ハイライト

（平成・月）
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(単位 :百万円 )

資 産 の 部

科　目 当　期 前　期

■貸借対照表　平成13年3月31日現在

流 動 資 産

固 定 資 産
　 有 形 固 定 資 産

　 無 形 固 定 資 産
　 投資その他の資産

繰 延 資 産
為替換算調整勘定

資　 産　 合　 計

負 債 の 部

少 数 株 主 持 分

科　目 当　期 前　期
流 動 負 債

固 定 負 債

資 本 金
資 本 準 備 金
欠 損 金  （△）
その他有価証券評価差額金
為替換算調整勘定
自 己 株 式 等

負債、少数株主持分及び資本合計

負　 債　 合　 計

資　 本　 合　 計

現金及び預金
受取手形及び売掛金
有 価 証 券
た な 卸 資 産
短 期 貸 付 金
繰延税金資産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

建物及び構築物
機械装置及び運搬具
土 地
建 設 仮 勘 定
そ の 他

投資有価証券
繰延税金資産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

104,459
19,028
44,788
2,201
34,226

86
1,187
3,355

△    413
88,534
60,952
19,432
15,641
20,661
1,168
4,048
2,252
25,329
11,260
10,556
4,490

△    977
6
-

193,001

127,649
22,735
49,028
628

44,872
2,887
3,716
4,208

△    429
102,347
72,352
23,284
19,650
21,355
2,266
5,795
12,069
17,926
7,026
6,955
4,714

△    769
10

8,072

238,079

支払手形及び買掛金
短期借入金等
1年内償還社債
賞 与 引 当 金
事業売却損失引当金
そ の 他

社 債
長 期 借 入 金
繰延税金負債
退職給与引当金
退職給付引当金
そ の 他

少数株主持分

115,766
37,736
43,258
14,672
1,883
1,810
16,406
46,800
6,880
32,088
1,230
-
4,116
2,485

162,567

933

18,472
23,517

△   5,651
2,229

△   9,000
△        64
29,501
193,001

143,938
40,721
66,547
8,000
2,004
12,625
14,039
59,932
21,836
30,444
-
3,896
-
3,755

203,871

848

18,472
23,517

△   8,555
-
-

△        74
33,359
238,079

資 本 の 部



ダイカスト
当　期

売　上　高
事業区分

営 業 利 益
前　期 前　期

108,201 104,067
当　期
8,099 5,736

印 刷 機 器 23,173 25,402 742 1,777
住 建 機 器 50,893 104,110 1,866 1,154
そ　の　他 2,520 7,292 △   602 △   1,355
消去又は全社 （505） （799） 33 （10）
合　　　計 184,282 240,074 10,138 7,302

（注）1.住建機器はパワーツール・建築用品が、その他はスポーツ・レジャー用品がそれぞれの主要な商品となります。
　　  2.△印は、営業損失を示しております。

■セグメント情報
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■ 損益計算書 平成12年4月1日から平成13年3月31日まで　 (単位 :百万円 ) ■剰余金計算書 (単位 :百万円 )

(単位 :百万円 )

科　目 当　期 前　期 科　目 当　期 前　期
売  上  高
売 上 原 価
売 上 総 利 益  
販売費及び一般管理費
営 業 利 益
営 業 外 収 益
営 業 外 費 用

経 常 利 益
特 別 利 益
 
 
 
特 別 損 失

税金等調整前当期純損益
法 人 税 等
少 数 株 主 損 益

184,282
144,567
39,715
29,576
10,138
2,239
4,932
3,677
1,254
7,445
910
223
659
27

6,565
158
3,899
1,810
697
1,790

△  1,150
33

2,907

240,074
190,214
49,859
42,557
7,302
2,119
7,873
5,002
2,870
1,548
4,401
1,108
3,261
31

14,412
1,010
-
12,625
776

△  8,462
△11,231
△       62
2,831

欠 損 金 期 首 残 高
 
 
欠 損 金 増 加 高

当 期 純 利 益
欠 損 金 期 末 残 高

 
欠損金期首残高
過年度税効果調整額
 
役 員 賞 与
持分法適用会社増加に伴う
欠 損 金 増 加 高

8,555
8,555
-

3
3
-

 
2,907
5,651

10,862
9,448

△   1,413
524
1

522
 

2,831
8,555

営
業
損
益

営
業
外
損
益

特
別
利
益

特
別
損
失

 
 

 

 

支 払 利 息 等
そ の 他

 
固定資産処分益
投資有価証券売却益
そ の 他

特 別 退 職 金
事 業 売 却 損
事業売却損失引当金繰入額
そ の 他

当 期 純 利 益



（注）最高･最低株価､株式売買高は､東京証券取引所第1部におけるものであります｡

個人･その他…23,437名
79,399千株／46.37％

外国人…41名
2,846千株／1.66％

金融機関…57名
60,236千株／35.18％

事業会社･その他法人…303名
26,181千株／15.29％

証券会社…51名
2,566千株／1.50％

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 月

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

千株
30,000

200

250

150

株式の状況
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■会社が発行する株式総数 500,000千株

■発行済株式総数 171,230千株

■当期末株主数 23,889名

■株式の上場

国内

海外

東京･大阪の各証券取引所

フランクフルト証券取引所

■大株主

株 主 名
当社への出資状況

持株数(千株) 持株比率(％)

■株式分布状況

〈所有者別〉合計 23,889名／171,230千株

9,300

8,142

8,067

6,090

4,894

4,750

4,519

3,630

3,400

3,325

5.43

4.76

4.71

3.56

2.86

2.77

2.64

2.12

1.99

1.94

明治生命保険相互会社

日本生命保険相互会社

第一生命保険相互会社

株式会社東京三菱銀行

菱 工 会 持 株 会

財団法人浦上奨学会

住友信託銀行株式会社

三菱自動車工業株式会社

三 菱 電 機 株 式 会 社

三菱信託銀行株式会社

円

■株価及び株式売買高の推移

月別の最高株価・最低株価…………

月別の株式売買高……………………

100

平成12年 平成13年



会社の概要・役員

14

■国内グループ会社……リョービイマジクス株式会社
　　リョービ販売株式会社
　　リョービミラサカ株式会社　　他8社

……RYOBI DIE CASTING (USA) ,INC.
　　RYOBI ALUMINIUM CASTING(UK),LTD.
　　利優比（大連）机器有限公司　　他6社

■海外グループ会社

……〒726-8628 広島県府中市目崎町762番地
TEL （0847）41ー1111

……〒114-8518 東京都北区豊島5丁目2番8号
TEL （03）3927ー5541

……〒105-0003 東京都港区西新橋1丁目7番1号
　　　　　　虎ノ門セントラルビル4階

TEL （03）3501ー0511

……〒569-1135 大阪府高槻市今城町24番12号
TEL （0726）85ー1122

……札幌・仙台・浜松・名古屋・富山・広島・福岡

……〒726-8628 広島県府中市目崎町762番地
TEL （0847）41ー1111

……〒726-0002 広島県府中市鵜飼町800番地の2
TEL （0847）40ー1600

……〒421-3292 静岡県庵原郡蒲原町蒲原5215番地の1
TEL （0543）85ー3101

……〒726-0023 広島県府中市栗柄町444番地の1
TEL （0847）45ー5871

■本社・支店・営業所・工場

本 社

東 京 支 社

東京支社虎ノ門分室

大 阪 支 店

営 業 所

広 島 工 場

広島東工場

静 岡 工 場

印刷機器工場

取締役社長　　　　浦 上 　 浩

常務取締役　　　　三 船 　 強

取　締　役　　　　原 田 博 之

取　締　役　　　　吉 川 　 進

取　締　役　　　　田 中 孝 雄

取　締　役　　　　横 山 隆 志

取　締　役　　　　加 村 幹 夫

取　締　役　　　　室 家 士 郎

常勤監査役　　　　小 林 照 三

監　査　役　　　　深 野 博 史

監　査　役　　　　松 本 卓 臣

監　査　役　　　　鳥 山 　 浩

■社　　　名

■英 文 社 名 

■設立年月日

■資　本　金

■社　員　数

■主 要 商 品

……リョービ株式会社

……RYOBI LIMITED

……昭和18年12月16日

……184億7,219万円

……2,038名

1.ダイカスト製品
2.印刷機器（オフセット印刷機、組版機等）
3.パワーツール（電動工具、園芸用機器、エンジンツール等）
4.建築用品（ドアクローザ、ヒンジ、建築金物等）
5.スポーツ用品（ゴルフ用品等）

会 社 の 概 要（平成13年5月31日現在） 役 　 員（平成13年6月28日現在）



この冊子はエコマーク認定の再生紙を使用しています。

http://www.ryobi-group.co.jp

決 算 期

配 当 期
　

定時株主総会

基 準 日

公告掲載新聞

3月31日

利益配当金支払株主確定関係／3月31日
中間配当金支払株主確定関係／9月30日

6月中

3月31日
（その他必要がある場合は､あらかじめ公告
いたします｡）

日本経済新聞

■

■

■

■

■

名義書換代理人
　

同事務取扱場所
　

郵便物送付先
及び電話照会先

同 取 次 所

東京都千代田区永田町二丁目11番1号
三菱信託銀行株式会社

東京都千代田区永田町二丁目11番1号
三菱信託銀行株式会社　証券代行部

〒171-8508
東京都豊島区西池袋一丁目7番7号
三菱信託銀行株式会社　証券代行部
TEL（03）5391-1900（代表）

三菱信託銀行株式会社　全国各支店　

■

■

■

■

株式事務についてのご案内


